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　平成９年度第１回企画委員会が、５月３１日～６月１日、この９月に全視情協大会が
開催される帯広市で行われ、ＮＡＩＩＶ第１１号（平成９年５月１０日発行）で報告し
た平成９年度事業計画を前提に検討が進められた。
　出席者、主な議題等は次の通り。

　　日　時　　平成９年５月３１日（土）～６月１日（日）
　　場　所　　北海点字図書館
　　出席者　　川越利信、後藤市郎、田中徹二、河村宏、小野俊己、
　　　　　　　染谷洋子、村井晶人

企画委員会　報告
部会長　　川越　利信
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　　議　題    １.　視覚障害者情報問題研究委員会について             
　　　　　　２.　視覚障害者情報ネットワーク・システムについて     
　　　　　　３.　第２３回全視情協大会について                     
　　　　　　４.　第４５回全国盲人福祉施設大会（松江市）について                   
　　　　　　５.　ＤＡＩＳＹ報告                                   
　　　　　　６.　サービス状況の調査報告について                   
　　　　　　７.　全視情協大会開催会場視察、基本打ち合わせ         
　　　　　　８.　ＪＢＳ日本福祉放送による生中継放送について       

【検討内容報告】

１.　視覚障害者情報問題研究委員会 

  （１）経過　　
  平成９年１月２８日に、厚生省福祉保健部社会参加推進室と全視情協（＝日盲社協情報
サービス部会）との意見交換が持たれた。高度情報社会の中での視覚障害者情報提供施
設（点字図書館）のあり方を考えるために、学識経験者なども交えて、視覚障害者の情
報問題に関して幅広い視点から検討する場が必要であるとの認識で一致した。
　その結果、３月９日に行われた企画委員会を経て、平成９年度の主な事業計画の一つ
として「視覚障害者情報問題研究委員会」を設置・推進することになった。
　（２）設置・推進の手順
　今回の企画委員会では、川越部会長から委員候補者のリストが提示され、目的の確認、
予算対策、推進の方法等について、自由に意見交換を行った。
　今回の結論としては、次の通りの手順で進めることで合意した。
　　　　① 企画案の再提示（担当：川越）　
　　　　② 企画委員、運営委員（日盲社協サービス部会評議員）に送付
　　　　③ 企画案の修正、補完
　　　　④ 企画案に基づいて、厚生省社会参加推進室と意見交換
　　　　⑤ 企画案の最終確認  　
　　　　⑥ 設置、推進

２.　視覚障害者情報ネットワーク・システム     

　今回の企画委員会では、掘り下げた議論はできなかった。ただ、技術の進展にともない、
点字と音声を分離する考え方は、そろそろ改める段階にきているとの認識で一致した。
　また、村井晶人 録音委員会委員長より、デジタル録音集中処理センター構想の提案が
行われた。６月の日盲社協 島根大会、９月の全視情協大会などで議論を深めていく必要
のあるテーマである。
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３.　第２３回全視情協大会                    

　（１）要綱、日程は６～７ページ参照。

　（２）分科会について
　　　　テ ー マ：視覚障害者情報ネットワーク・システム

　　　第１分科会
　　　　テ ー マ：点字情報
　　　　企画担当：点訳委員会、ネットワーク委員会、てんやく広場
　　　　視　　点：
　　　　　・フルテキストによるオンラインネットワーク・サービスの構築。
　　　　　・ノーマネット等、類縁機関のマルチメディア対応を進める。
　　　　　・質を高め、量を増し、安定性・持続性・永久性のある仕組みを考える。
　　　　　・現行サービスシステムの問題点を見つめて、改善策を見いだす。
　　　　　・「公の財産」としてのシステムの確立を図る。
　　　　　・ニーズをしっかり見つめ、応えられるサービス・システムを確立する。
　　　　　・高度情報社会のマルチメディアに対応できるシステムを確立する。

　　　第２分科会
　　　　テ ー マ：音声情報　
　　　　企画担当：録音委員会
　　　　視　　点：第１分科会に同じ
　　　　具体的テーマ：
　　　　　① ＤＡＩＳＹについて（各施設に、対応が可能か、予算は可能かなどの
　　　　　　アンケート調査を行う）
　　　　　② デジタル録音図書集中処理センターについて

　　
４. 第４５回全国盲人福祉施設大会（松江市）

  （１）全体討論会
　　　　６月１９日（木）１３：４０～１６：３０
　　　　テーマ：「盲人福祉施設の問題点と改善方策」
　　　　各部会を代表する１１名による提言集を各施設に配布済み。当日持参のこと。

　（２）事業部会                                      
　　　　６月１９日（木）１６：４０～１７：４０
　　　　平成９年度事業計画について、ＮＡＩＩＶ第11号、第12号をもとに進める。
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　（３）分科会（第１分科会　　点字出版・情報サービス関係）          
　　　　６月２０日（金）１５：１０～１７：００
　　　　テーマ：「視覚障害者と情報提供施設」
　　　　　　　　　（１）点字の普及について
　　　　　　　　　（２）これからの視覚障害者情報提供施設の役割とあり方について
　　　　司会進行：京都ライトハウス点字出版部　山本　たろ 氏  
　　　　　　　　　熊本県点字図書館　館長　　　西田　洋一 氏               　　
　　　　提 言 者：カトリック点字図書館出版部　高橋　秀治 氏
   　　　　　　　　　　 「点字出版とパソコン点訳
　　　　　　　　　　　　－読者（利用者）に活用される出版・図書館の課題を探る－」                
　　　　　　　　　日本ライトハウス盲人情報文化センター館長  　川越　利信 氏    
　　　　　　　　　　　「『視覚障害者情報提供施設』への脱皮」              

２０日　　７：００～　８：３０　朝食
（金）　　９：００～１０：３０　講演「障害者プランの課題と推進方策について」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日障協 常務理事　藤井克徳氏）
　　　　１０：４０～１２：００　講演「戦後における盲人運動史について」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日盲連 会長　村谷昌弘氏）
　　　　１２：００～１３：００　昼食
　　　　１３：００～１４：００　特別講演「小泉八雲について」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（島根県立女子短大　小泉凡氏）
　　　　１４：１０～１５：００　講演「障害者福祉の動向と盲人福祉施設」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（厚生省社会参加推進室）
　　　　１５：１０～１７：００　分科会
　　　　　　　　　　　　　　　　第１分科会「視覚障害者と情報提供施設」
　　　　　　　　　　　　　　　　（１）点字の普及について
　　　　　　　　　　　　　　　　（２）これからの視覚障害者情報提供施設の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役割とあり方について」
　　　　１８：００～２０：００　夕食懇親会（全員参加）

１９日　　９：００～１０：１５　部会長会議
（木）　１０：３０～１２：３０　理事会・評議員会
　　　　１２：３０～１３：１０　受付
　　　　１３：１０～１３：３０　オリエンテーション・開会
　　　　１３：４０～１６：３０　全員参加による討論会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「盲人福祉施設の問題点と改善方法」
　　　　１６：４０～１７：４０　各事業部会
　　　　１８：００～　　　　　　夕食

２１日　　７：００～　８：３０　朝食 
（土）　　８：５０～　９：５０　各事業部会報告 
　　　　　９：５０～１０：４０　分科会報告 
　　　　１０：５０～１２：３０　第４５回全国盲人福祉施設大会

１８日    １６：００～１９：００　全視情協 運営委員会 
（水） 

＝日　程＝
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５. 　ＤＡＩＳＹ報告

　河村宏氏（録音委員会ＤＡＩＳＹ担当）の報告に基づき、以下の点で合意した。
　（１）ＤＡＩＳＹコンソーシアムに継続参加する。
　（２）コンソーシアム負担金が３か年の総額で１２万ドル必要なので予算確保の対策 
　　　　が必要である。
　（３）日本障害者リハビリテーション協会に対して全視情協とともにコンソーシアム
　　　　の会員登録を要請する。そして、リハ協のノーマネットと「視覚障害者情報ネッ
　　　　トワーク」をリンクさせたい。
　（４）８月２３日～２４日にコンソーシアムの会議が開催される。組織・財政等、最
　　　　終の確認が目的。日本からも、河村宏氏とともに、全視情協、リハ協の代表が
　　　　参加の予定。
　（５）フィールドテスト
　　　　全視情協加盟施設のうち希望施設に配付する。また、製作に興味を持つ、関係
　　　　非営利団体には河村氏よりサンプルを提供する。

６.　サービス状況の調査報告について                   

　　サービス委員会では、１４回行った実態調査の総括をまとめ、ＮＡＩＩＶ（８月発
　刊予定）で　報告をし、また、９月の帯広大会で発表の予定。

７.　全視情協大会開催会場視察、基本打ち合わせ         

　　企画委員会の最後の検討事項として、開催予定会場の視察をした。その会場で、プ
　ログラム進行等についての検討を行った。

８.　ＪＢＳ日本福祉放送による生中継放送について       

　　ＪＢＳ日本福祉放送では日盲連大会、日盲社協大会などと同様、全視情協大会を生
　中継放送の予定である。全国各地で、衛星放送、ＣＡＴＶ、有線放送等により、全視
　情協大会の模様を聞くことが可能。
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目　的　　進展する高度情報化社会にあって、視覚障害者が入手しうる情報は極めて制
　　　　　約されており、一般社会との情報格差はますます拡大しつつある。一方、視
　　　　　覚障害者のニーズは多様化し、即時性が強く求められている。
　　　　　このような激変する情報環境を踏まえて、視覚障害者のニーズに対応するた
　　　　　めに「視覚障害者情報ネットワーク」を早急に構築して、情報提供施設間の
　　　　　相互協力を強化し、情報サービスの一層の充実を期する。とともに、資格認
　　　　　定制度の検討、情報通信等に関する技術習得等、施設従事職員の資質向上を
　　　　　図り、もって視覚障害者の社会参加促進ならびにノーマライゼーションの実
　　　　　現に資することを目的とする。
　　　　　　　　　　                   　　　　　      （ ※後日、修正・加筆予定）

主　催　　社会福祉法人 日本盲人社会福祉施設協議会 情報サービス部会
　　　　　全国視覚障害者情報提供施設協議会

主　管　　全道視覚障害者情報提供施設協議会
　　　　　社会福祉法人 北海点字図書館
　　　　　日本赤十字社北海道支部点字図書センター

後　援（予定）　厚生省　　　
　　　　　　　　文部省
　　　　　　　　北海道・帯広市
　　　　　　　　各報道機関・社会福祉関係機関
　　　　　　　　社団法人 日本図書館協会　
　　　　　　　　社会福祉法人 日本盲人福祉委員会
　　　　　　　　社会福祉法人 日本盲人会連合
　　　　　　　　全国盲学校長会

期　日　　平成９年９月２５日（木）、２６日（金）

会　場　　北海道ホテル
　　　　　　〒０８０　帯広市西７条南１９ー１
　　　　　　　　　　　TEL 0155-21-0001    FAX 0155-25-3721

事務局　　第２３回全国視覚障害者情報提供施設大会事務局　　　
　　　　　　〒０８０　帯広市東２条南１１－３　     北海点字図書館内
　　　　　　　　　　　TEL 0155-23-5886    FAX 0155-24-6098

第２３回　全国視覚障害者情報提供施設大会 開催要綱（案）
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第２３回　全国視覚障害者情報提供施設大会 日程（案）

９月２４日（水）

１３：００～１７：００ 運営委員会

１０：００～１２：００
１２：００～１３：００
１３：００～１３：４０ 
１３：４０～１７：００ 

１７：００～１８：００     
１８：００～２０：００ 
２０：００～２１：３０

施設長会議   
受付    
開会式（開会の辞、歓迎の辞、オリエンテーション）  
分科会    
　　テーマ：視覚障害者情報ネットワーク・システム   
　　第１分科会　　点字情報     
　　第２分科会　　音声情報     
休憩・チェックイン     
夕食・懇親会     
書誌データ管理システム学習会（自由参加）

９月２５日（木）

９月２６日（金）

　７：００～ ８：００  
　９：００～１０：００
   
１０：００～１０：１０ 
１０：１０～１２：００ 

１２：００～１３：００
１３：００～１５：００    
１５：００～１５：２０   
１６：００～１８：００

１８：００～１９：００  
１９：００～２１：００

朝食
部会、各委員会、各ブロック活動状況、各分科会、
　　ワークショップ等の報告
休憩 
フォーラム
　　「視覚障害者情報提供施設の役割・あり方」を考える
昼食・休憩 
フォーラム 再開
閉会式（閉会あいさつ、次年度開催地あいさつ）
自主参加プログラム 
　　技術入門講座 
　　　　１　パソコン入門  
　　　　２　マルチメディア入門 
夕食
技術入門講座 再開 
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東北・新潟・北海道ブロック

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山形県立点字図書館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 館長　　磯野　任巳

＝平成８年度活動報告＝

　　平成８年度ブロック会議
　　　日　時　　平成８年９月５日（木）～６日（金）
　　　場　所　　山形市十日町　ホテルキャッスル
　　　参加者　　視覚障害者情報提供施設長・職員及び点訳・音訳等のボランティア
　　　　　　　　計３３０名
　　　会議概要
　　　　当ブロック会議は、従来から職員のほか、ボランティアも一緒に参加しての、
　　　研修会を兼ねたものとして開催しており、初日は施設長会議、図書館部会、点訳
　　　奉仕部会および朗読奉仕部会の４部会に分かれて、視覚障害者情報提供施設運営
　　　の諸問題の研究討議および情報交換等を行いました。特に点訳奉仕部会におきま
　　　しては、日盲社協情報サービス部会 点訳委員会の水谷吉文氏を、朗読奉仕部会に
　　　おきましては、神奈川県ライトセンターの姉崎久志氏を助言者に迎えてご指導い
　　　ただき、有意義な研修会となりました。翌日は一般教養的な講演と各部会の報告
　　　を行い、終了しました。
　　　　当ブロックの会議は、技術的な問題の研究討議や情報交換が主流の、研修会的
　　　な要素を含んだものとして運営されており、今後もボランティアを含め、実務担
　　　当者のレベルアップにつながるような会の運営をしてまいりたいと考えています。

＝平成９年度活動計画＝

　　平成９年度ブロック会議予定
　　　日　時　　平成９年８月２８日（木）～２９日（金）
　　　場　所　　秋田市中通
　　　　　　　　　　　　秋田ビューホテル
　　　参加者　　視覚障害者情報提供施設職員、点訳奉仕者、音訳奉仕者

ブロック活動報告
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関東ブロック

                                                  　　　　　　　　　　　　　 カトリック点字図書館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館長　　橋本　宗明

＝平成８年度活動報告＝

　（１）総会
　　　　日時　１９９６年５月２８日（火）１３：００～１３：５０
　　　　会場　かながわ県民センター
　　　　内容　 イ.　１９９５年度活動報告・決算報告の承認
　　　　　　　 ロ.　１９９６年度活動計画（案）・予算（案）の承認
　　　　　　　 ハ.　会費値上げ等について
　　　　　　　 ニ.　会長人事の輪番制導入後のブロック割りについて
　　　　　　　 ホ.　１５周年記念事業について

　（２）研修会
　　　　① 春期研修会
　　　　　日時　１９９６年５月２８日（火）１４：００～１６：００
　　　　　会場　かながわ県民センター
　　　　　内容　「どこまで広がるプライベートサービス（２）」
　　　　　　　　　　　～さまざまな可能性を求めて～
　　　　　　　　発表者　田中文人氏（町田市立中央図書館）
　　　　　　　　　　　　間嶋和子氏（神奈川県視覚障害援助赤十字奉仕団）
　　　　　　　　　　　　大八木麗子氏（神奈川県視覚障害援助赤十字奉仕団）
　　　　② 秋期研修会（宿泊）
　　　　　日時　１９９６年１１月７日（木）～８日（金）
　　　　　会場　つくばグランドホテル・茨城県自然博物館
　　　　　内容　全体会１　「ロービジョンについて」
　　　　　　　　　　　　講師　久保明夫氏（国立身体障害者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ）
　　　　　　　　全体会２　「障害者と博物館」
　　　　　　　　　　　　講師　中川志郎氏（茨城県自然博物館 館長）
　　　　　　　　分科会
　　　　　　　　　１  「ロービジョンに対するサービスのあり方」
　　　　　　　　　　　　　発表者　三浦一男氏（霊友会法友文庫点字図書館）
　　　　　　　　　２  施設長会議
　　　　　　　　　　　　　総会時の懸案事項、その他情報交換
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　（３）役員会等
　　　　第１回役員会
　　　　　　日時　　１９９６年５月２８日（火）１１：００～１２：００
　　　　　　会場　　かながわ県民センター
　　　　　　内容　　１９９５年度活動・決算報告
　　　　　　　　　　１９９６年度活動計画（案）・予算（案）
　　　　　　　　　　総会時の懸案事項
　　　　　　　　　　役員・拡大事務局員の推薦
　　　　　　　　　　１５周年記念事業について
　　　　　　　　　　情報交換

　　　　第２回役員会（文書連絡）
　　　　　　内容　　研修会の検討・当日の役割等

　　　　拡大事務局会議
　　　　　　役員会と同時開催（内容省略）

＝平成９年度活動計画＝

　（１）総会の開催（年１回）
　　　　日時　　１９９７年５月１４日（水）１３：００～１４：００
　　　　会場　　カトリック点字図書館
　　　　内容　　１９９６年度活動・決算報告
　　　　　　　　１９９７年度活動計画（案）・予算（案）の審議
　　　　　　  　  その他

　（２）研修会の開催（年２回）
　　　　① 春期研修会
　　　　　　日時　　１９９７年５月１４日（水）１４：００～１６：００
　　　　　　会場　　カトリック点字図書館
　　　　　　内容　　講演　「読書環境 ── 過去・現在・未来」                
　　　　　　　　　　　　　　講師　　橋本宗明（カトリック点字図書館 館長）
　　　　　　　　　　施設見学（日本カトリック会館）

  　　　② 秋期研修会（宿泊）
　　　　　　日時　　１９９７年１１月２７日（木）～２８日（金）
　　　　　　会場　　甲府市内
　　　　　　内容　　未定



－17－

No.12全視情協通信

　（３）役員会・拡大事務局会議の開催（年２回程度）
　　　　① 役員会
　　　　　　第１回　　日時　　１９９７年５月１４日（水）11:00～12:00
　　　　　　　　　　　会場　　カトリック点字図書館
　　　　　　　　　　　内容　　１９９６年度活動報告・決算
　　　　　　　　　　　　　　　１９９７年度活動計画（案）・予算（案）の審議
　　　　　　　　　　　　　　　その他
　　　　　　第２回　　日時　　１９９７年９月頃（未定）
　　　　　　　　　　　会場　　未定
　　　　　　　　　　　内容　　秋期研修会等
　　　　② 拡大事務局会議は、日時・会場・内容ともに役員会と合同のため省略。

　　なお、会長施設輪番制の導入にともない、１９９７・９８年度をカトリック点字
　　図書館が担当することとなった旨お知らせします。

中部ブロック

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　視覚障害者生活情報センターぎふ
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館長　　藤野　克己

　８県・１５館で構成。年間予算規模は約２０万円。

＝平成８年度活動報告＝

１．施設長会議ならびに職員研修会
　　　期　日　　平成８年９月１２日（木）～１３日（金）
　　　主　管　　点字図書館「明生会館」
　　　会　場　　三谷温泉・松風園
　　　参加者　　１３館・４３名
　　　内　容　　（１）施設長会議（平成７年度事業報告・決算、平成８年度事業計画・
　　　　　　　　　　  予算、平成９年度事業計画骨子・予算概要、役員改選、情報交換
　　　　　　　　　　　など）
　　　　　　　  （２）点字担当職員研修会（点訳例文集、「点訳のてびき第２版」で　
　　　　　　　　　　　改正される箇所、観光ガイドブック分担点訳、研修テーマ）
　　　　　　　  （３）録音担当職員研修会（ＤＡＩＳＹについて、今後の研修会の持　
　　　　　　　　　　　ち方）
　　　　　　　　（４）合同研修（ＤＡＩＳＹについて）
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２．職員研修会ならびにボランティア研修の集い
　　　日　時　　平成８年６月２８日（金）１０：３０～１６：３０
　　　主　管　　福井県視力障害者福祉協会点字図書館
　　　会　場　　福井市市民福祉会館
　　　参加者　　職員１０名、ボランティア１７２名　　合計１８２名
　　　内　容　 （１）サービス担当職員研修会（各施設におけるサービス業務の課題、
　　　　　　　　　　　研修テーマ）
　　　　　　　  （２）点訳ボランティア研修会（図表の点訳）
　　　　　　      （３）音訳ボランティア研修会（音訳の配慮事項）

３．「てんやく広場」への取り組み
　　中部ブロックとして引き続き取り組み、１０箇所のプリンティング・センターが拠
　点となって、ホストへのアクセスを行った。なお、平成９年度～１０年度のブロック
　長に金森義忠・名古屋盲人情報文化センター所長、副ブロック長に藤野克己・岐阜訓
　盲協会点字図書館長を選出し、藤野の運営委員長就任に伴い、新たに長谷川了示・福
　井点訳友の会会長を選出した。中部ブロックとしての「てんやく広場」事務局を引き
　続き、名古屋盲人情報文化センターが担当している。

４．録音図書製作着手情報の交換
　　中部ブロック各施設が製作に着手した録音図書および完成した録音図書の情報を事
　務局（名古屋盲人情報文化センター）に提出し、毎月１回「着手及び完成図書情報」を
　発行した。
　　　実　　績（平成８年９月１１日現在）
　　　着手図書　　１,４９９タイトル
　　　完成図書　　８,９７７タイトル（１,５５１タイトル増）

５．「中部通信」の発行
　　ブロックの機関誌として、「中部通信」（点字・墨字）を発行し、情報ならびに意
　見交換の場として活用した。なお、平成８年度から各施設持ち回りで企画・編集・製
　作を行うこととし、第２２号および第２３号が富山県視覚障害者福祉センターの担当
　で発行された。
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＝平成９年度活動計画＝

１．施設長会議ならびに職員研修会
　　　期　日　　平成９年７月１７日（木）～１８日（金）
　　　主　管　　富山県視覚障害者福祉センター
　　　会　場　　呉羽ハイツ（富山市内）
　　　内　容　　（１）施設長会議
　　　　　　　　（２）点字担当職員研修会
　　　　　　　　（３）サービス担当職員研修会
　　　　　　　　（４）合同研修

２．職員研修会並びにボランティア研修の集い
　　　期　日　　平成９年６月２７日（金）
　　　主　管　　視覚障害者生活情報センターぎふ
　　　会　場　　視覚障害者生活情報センターぎふ
　　　　　　　　岐阜市婦人会館
　　　内　容　　（１）録音担当職員研修会
　　　　　　　　（２）点訳ボランティア研修会
　　　　　　　　（３）音訳ボランティア研修会

３．パソコン基礎講習会の開催
　　「てんやく広場」を広く活用するため、通信を中心としたパソコン基礎講習会を開
　催する。実施に当たっては、名古屋盲人情報文化センターを中心に企画し、各施設の
　ニーズに応じた研修プログラムによって行う。

４．「てんやく広場」に関する事業
　　パソコンを使った点訳により、利用者に速く資料を提供するとともに、データをホ
　ストに登録して全国の共有財産として相互利用を進める「てんやく広場」の事業を、
　引き続きブロックとして積極的に推進する。また、中部ブロックとしての「てんやく
　広場」事務局を名古屋盲人情報文化センターに引き続きお願いし、ブロックとして足
　並みをそろえてこの事業に取り組む。

５．録音図書製作着手情報について
　　引き続いて、着手および完成図書の情報を交換し、重複製作の防止および録音図書
　の相互利用を促進する。なお、前年度に引き続き、この事業の事務局を名古屋盲人情
　報文化センターにお願いする。　

６．「中部通信」の発行
　　第２４号・第２５号を、石川県視覚障害者情報文化センターの担当で発行する。
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近畿ブロック

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本ライトハウス盲人情報文化センター　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村井　晶人
＝平成８年度活動報告＝
　
　録音製作委員会

　　　第１回　４月１７日（水）
　　　第２回　６月１９日（水）　
　　　第３回　８月２８日（水）
　　　第４回　１０月２日（金）　
　　　第５回　１１月１５日（金）
　　　第６回　１２月１９日（木）　
　　　第７回　平成９年２月１９日（水）　
　　活動内容  
　　　　① 加盟各施設の情報交換
　　　　② アンケート実施にあたっての項目の検討・集計・評価
　　　　③ ボランティア研修会（１１月１５日）
　　　　　　・後援会「視覚障害者と放送」
　　　　　　　　　　　　　講師　恵美三紀子氏（ＪＢＳ日本福祉放送）
　　　　　　・分科会（点字・録音）
　
　図書館サービス委員会

　　　第１回　５月１５日（水）
　　　第２回　７月１０日（水）　
　　　第３回　９月１１日（水）
　　　第４回　１１月１３日（水）　
　　　第５回　平成９年１月２４日（金）
　　　第６回　３月１２日（水）　
　　活動内容  
　　　　① 加盟各施設の情報交換                  
　　　　② ワークグループ検討会
　　　　③ 講演会（１１月１３日）  
　　　　　　「メガネをかけても普通の文字が見えなくなったら」
    　        　　　　講　師　　株式会社 大活字 　市橋　正晴 氏  
      　      　　　　会　場　  日本ライトハウス盲人情報文化センター
　　　　④ シンポジウム （１月２４日）　
　　　　　　「障害者における図書館ネットワークを考える」
　            　　　　発表者　　川上氏（横浜市立中央図書館）
　　　　　　　　　　　　　佐藤氏（埼玉県川越図書館）
　            　　　　会　場　　滋賀県立図書館
　　　　⑤ ９６年度視覚障害者サービス実態調査中間報告
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中国・四国ブロック

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ライトハウス・ライブラリー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館長　　金津　和栄

＝平成８年度活動報告＝

平成８年度 中国四国点字図書館連絡協議会
　　総会・施設長会議・職員研修会
　　　日　　時　　平成８年５月３０日（木）～３１日（金）         
　　　主　　管    　愛媛県視聴覚福祉センター                       
　　　参加人数　　２６名                                    

月 活 動 内 容 会　場

４ 録音製作委員会（２３日） ＩＣＣＢ

５ 図書館サービス委員会（７日）
総会（１４日）

神戸点字図書館
ＩＣＣＢ

７ 図書館サービス委員会（９日）
近畿視情協夏期研修会（３０日一３１日）

未　定
和歌山

９ 音訳指導技術講習会開講（４日）
図書館サービス委員会（１０日）

ＩＣＣＢ
未　定

ＩＣＣＢ
未　定

１０ 運営研究会・役員会（９日１０：００～）
録音製作委員会（８日予定）

１１ 第１８回ボランティア研修会（２０日）
図書館サ一ビス委員会（１２日）

ＩＣＣＢ
未　定

２ 職員研修会／録音製作委員会（１１日）
役員会（２６日１０：３０～）

未　定
ＩＣＣＢ

６ 録音製作委員会（１１日予定） 未　定

８ 録音製作委員会（１３日予定） 未　定

１２ 録音製作委員会（１０日予定） 未　定

１ 図書館サービス委員会（２ｌ日） 未　定

３ 図書館サービス委員会（１１日） ＩＣＣＢ

＝平成９年度活動計画＝

（注：ＩＣＣＢは、日本ライトハウス盲人情報文化センター）
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　　　内　容（１）役員会
　　　　　　（２）施設見学（愛媛県視聴覚福祉センター）     
　　　　　　（３）総会　　永年勤続職員等の表彰             
　　　　　　　　　　　　　平成７年度事業報告及び収支決算   
　　　　　　　　　　　　　平成８年度事業計画及び収支予算   
　　　　　　　　　　　　　平成８年度新役員                 
　　　　　　（４）講演「お年寄りのあれこれ」               
　　　　　　　　　　　講師　特別養護老人ホーム第二権現荘   
　　　　　　　　　　　　　　　　所長　吉田  擴氏           
　　　　　　（５）施設長会議                                 
　　　　　　　　　職員研修会（点訳部会）                   
　　　　　　　　　　　パソコン点訳の問題点と改善策         
　　　　　　　　　　　ボランティアの研修会参加費用の援助   
　　　　　　（６）全体会議                                 

＝平成９年度活動計画＝

１.　平成９年度中国四国点字図書館連絡協議会
　　　　　総会・施設長会議・職員研修会
　　　日　時　　平成９年６月５日（木）～６日（金）
　　　主　管　　岡山県視聴覚障害者福祉センター
　　　会　場　　メルパルク岡山
　　　内　容　　（１）　施設長会議・総会
　　　　　　　　　　１　平成８年度事業報告・決算報告
　　　　　　　　　　２　平成９年度事業計画案・予算案
　　　　　　　　　　３　デジタル録音への取り組みについて
　　　　　　　　　　４　市町村社協等の朗読入門講座のテキストについて
　　　        　　　（２）　職員研修
　　　　　　　　　　１　朗読ボランティア育成について（情報交換）
　　　　　　　　　　　　　選考基準・初級講習内容・修了基準
　　　　　　　　　　　　　初級修了者のフォロー・定着率・実働率
　　　　　　　　　　２　講義　「録音製作とデジタル化について」
　　　　　　　　　　　　　講師　　日本ライトハウス盲人情報文化センター　村井晶人氏
　　　　　　　　　　３　講演　「男女共同参画社会における実現に向けて」
　　        　　         　　　　　講師　　岡山県女性政策室長

２.　てんやく広場のブロック会議
　　　日　時　　未定
　　　主　管　　岡山県視聴覚障害者福祉センター
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九州ブロック

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊本県点字図書館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館長　　西田　洋一

＝平成８年度活動報告＝
　　
　九州ブロックでは、現在１３施設が加盟の組織として運営、活動を行っております。
　平成８年度の主な事業報告としましては、平成８年４月に理事会を熊本県点字図書館
で開き、年次処理のほか、情報交換等意義ある研修ができました。
　９月、沖縄県点字図書館で、第１０回九州点字図書館大会を開催いたしました。ボラ
ンティア、職員、関係者、約２６０名が海と太陽の島・沖縄に集い、１０回の節目の大
会にふさわしい盛会な大会となりました。
　大会終了後、職員研修会を部門別に開き、当面する諸問題について研修をし、情報交
換を行いました。
　１２月、熊本県点字図書館で、プレクストークのフィールドテストに関する説明会を、
シナノケンシの宇都氏を迎えて開催し、９点協担当施設職員・利用者が参加する中で、
今後のデジタル録音図書への関心を深めるとともに啓発に努めました。
　平成９年１月、福岡県点字図書館で、情報サービス委員会の職員研修会を開き、「て
んやく広場」を活用した業務への取り組みの現状を分析し、技術面での研修を図る一方、
今後への対応について検討しました。

＝平成９年度活動状況（４月期）＝

　平成９年４月、福岡県春日市に完成した素晴らしい施設、クロバープラザ内に移転設
置された福岡県点字図書館で、新年度恒例理事会を開催し、施設見学を含め、年次処理
の他、今年度活動計画について討議がなされ、有意義な会議をもつことができました。
　また、「全点協」が「全視情協」に改称されたことを受けて、ブロック会としての名
称についても討議が行われ、状況の推移を見ながら、随時検討する方向を確認しました。
　同日、「てんやく広場」の組織再編にともない、九州地区の「広場ブロック会議」を
発足させ、中央情勢を報告する一方、情報サービス委員会の研修の中に、広場研修の内
容も併せて持つよう検討しました。
　
＝平成９年度活動計画＝

　第１１回九州点字図書館大会（９月、福岡県点字図書館）
　部門別（点訳、音訳）担当職員研修会　
　情報サービス研修会
　新刊録音図書情報交換
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